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（３）理工チャレンジ 
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（４）マサチューセッツ工科大学（MIT）における内部改革 

  

・MIT における女性教員の地位に関して、女性教授陣が中心となって自己報告書を作成

（1999 年 School of Science[1]、2002 年 School of Engineering[2]）。 

 

・女性教授に対する聞き取り調査結果に加え、表の項目について数値データを示し、意

図的でなかったとしても存在した男女間の不平等を指摘。 

 

データ項⽬例 
給与 
研究室の広さ 
研究⽤リソース 
議⻑への任命 
受賞 
教育義務・割り当て 
委員会割り当て 
キャリアアップ過程の男⼥数 

 

 

・報告書が MIT、さらには全米に与えた影響は大きく、2011 年のフォローアップレポー

ト[3]では、女性教授数は約２倍になるなど劇的な改善があった、と報告。 

 

 

（参考） 

[1]A study on the Status of Women Faculty in Science at MIT (1999) 

[2]Report of the Committee on Women Faculty in the School of Engineering at MIT (2002) 

[3]A Report on the Status of Women Faculty in the Schools of Science and Engineering at MIT, 

2011（2011） 
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4.「科学技術イノベーションにおける女性の活躍の促進に向けた検討会」に

ついて 

 

 

＜構成員＞ 

 原山 優子  総合科学技術・イノベーション会議議員 

 小谷 元子  総合科学技術・イノベーション会議議員 

 

 藤沢 久美  シンクタンク・ソフィアバンク代表 

 山本 貴史  株式会社東京大学ＴＬＯ代表取締役社長 

 

 児玉 直美  一橋大学経済研究所 准教授 

 小林 傳司  大阪大学理事・副学長 

 山村 康子  国立研究開発法人科学技術振興機構 プログラムオフィサー 

 

＜オブザーバー＞ 

内閣府男女共同参画局推進課 

 文部科学省科学技術・学術政策局人材政策課 

 

 

 

＜検討経過＞ 

 第１回 ： 平成 27 年 8 月１0 日（月） 

  １．これまでの取組等について 

２．科学技術イノベーションにおける女性の活躍の促進に向けた自由討議 

 

 第２回 ： 平成 27 年 8 月 24 日（月） 

  １．科学技術イノベーションにおける女性の活躍の促進に向けて 

 

 第３回 ： 平成 27 年 9 月 7 日（月） 

  １．科学技術イノベーションにおける女性の活躍の促進に向けて 

 

 

 

 

 


